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はじめに 

 ２０２５年度は理事会役員体制に大きな変化がありました。6月の理事会において、長年に

亘り会長職を務めていただいた堀場会長が退任され顧問に就任され、後任の会長には畑副会長

が、副会長には松山理事が就任されました。しかし、8月には畑新会長が急逝されるという大

変残念な事態が発生しました。その後理事会において松山副会長が会長に選任され、新体制を

スタートすることができました。 

事業や運営等においては、物価や人件費の上昇等への対応が課題となっておりましたが、京

都市との折衝を通じて、指定管理施設の施設修繕費の将来負担への対応などと合わせ、宿泊料

金の条例改定が実現し、7月以降の予約分より新料金の適用となりました。料金改定による宿

泊利用等への影響が懸念されましたが、関西・大阪万博開催による効果等もあり、年間利用目

標であった 35,000人を若干上回ることができました。ただ、万博終了後の宿泊利用への影響

などについては、次年度への影響などの動向に注視しながら適切な対応を行ってまいります。 

人材確保については、10月より処遇改善を目的とした給与改定を実施した結果、求人への

応募状況は改善傾向にあります。一方で、最終選考段階での採用辞退などもあり、現時点では

職員補充の実現には至っておりません。今後も採用活動の充実を図りながら、人材確保に努め

てまいります。 

食堂運営の収支等の改善については、メニュー内容や料金、仕入れの見直し、食材ロスの削

減等に加え、外部の専門機関等からの助言や指導等を活用するなど、取り組みを進めておりま

す。しかしながら、現時点では十分な改善成果を得るまでには至っておりません。今後も利用

者の声を踏まえながら、引き続き改善とサービス向上に努めてまいります。 

また事業活動については、ユースホステルが果たすべき役割である、旅を通じた発見や相互

理解、多文化理解の促進、未知の世界への挑戦機会を提供する青少年向けの体験事業として、

中高生を対象としたインターンシップ事業を新たに実施することができました。 

その他、地域のオーバーツーリズムへの対応をはじめとする地域課題については、旅行者と

地域、市民をつなぐ交流の場としての役割を果たしながら、関係団体や地域の皆様との連携を

深め、相互理解の促進と課題解決に向けた取り組みを行っております。 

次年度は、宇多野ユースホステルの次期指定管理者への応募を迎える節目の年となります。

ウクライナや中東等での紛争の他、物価や人件費の上昇など、取り巻く環境は依然として厳し

い状況が続くことが予想されますが、これらの課題に適切に対応しながら、より良い施設運営

と事業の発展に努めてまいります。今後とも変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申

し上げます。 

専務理事 髙田光治 
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数値目標達成状況 

 

（１）事業・取り組み 

事業活動 年間目標設定項目 目標数 実績数 達成度 

宇多野ＹＨ 

宿泊実績 35,000 名 35,487 名 101.4％ 

海外学生団体利用実績 50 団体 55 団体 110.0％ 

スポーツ団体利用実績 60 団体 85 団体 141.7％ 

ＹＨ関連活動 
夕食提供数 16,450 食 16,044 食 97.5％ 

朝食提供数 26,250 食 24,495 食 93.3％ 

天橋立ＹＨ 宿泊実績 3,500 名 2,876 名 82.2％ 

 

 

（２）収支状況（経常増減額） 

 一般会計 

建設基金 
物頒会計 宇多野会計 天橋立会計 合 計 

予 算 △989,000 円 1,439,000 円 0 円 0 円 450,000 円 

実 績 △1,658,845 円 △1,346,531 円 4,724,392 円 3,286 円 1,722,302 円 

差 額 

（対予算） 
△669,845 円 △2,785,531 円 4,724,392 円 3,286 円 1,272,302 円 
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事業活動概況） Ⅰ．ユースホステル活動 （青少年事業・旅行事業） 

 一昨年度以降、退職者の補充が進まず、人員体制の確保が十分に図れなかったことから、事業活

動の推進に支障を来し、京都府内及び近畿圏における広域的な事業展開についても実施に至りませ

んでした。 

一方で、地域団体や個人との連携を深めながら、京都市内及び宇多野ユースホステルを拠点とし

た活動に注力し、対面による体験機会や交流の場の提供を継続して行いました。 

 

（１） トピックス 

１． 長期インターンシップサポート事業の展開 

2025 年 9 月より、ドイツからの若者 1 名を 1 年間にわたり受け入れ、宇多野ユースホステルに

滞在しながら活動を実施しました。活動は施設運営の補助にとどまらず、地域社会との交流や国際

理解の促進を目的とした幅広い取り組みを行いました。 

具体的には、週 1 回の宇多野小学校における授業アシスタント活動をはじめ、京都市内の不登校

経験者等が通う高等学校での居場所づくり支援ボランティア、地域の祭りへのブース出展、宿泊者

向けイベントの企画・運営、修学旅行で訪れた小学生からの外国人インタビューへの協力など、多

岐にわたる活動を展開しました。 

これらの活動を通じて、地域住民や青少年との交流機会を創出するとともに、国際交流の推進に

寄与しました。なお、本活動は年度をまたいで実施されており、2026 年 8 月まで継続して取り組

んでいます。活動期間：2025 年 9 月～2026 年 8 月（予定） 

   

 

２．ジュニアインターンシップ「Youth Discovery Xperience」の実施 

中高生を対象に、さまざまな人との出会いや学校・家庭では得ることのできない体験を通じて、

社会への興味・関心を育み、自己成長を促すことを目的とした事業を実施しました。 

事業の運営にあたっては、京都の大学生インターン生や、同時期に滞在していた台湾からのイン

ターン生にも運営サポートとして参加してもらい、参加者との交流を図りながら施設運営やイベン

ト企画・実施に携わりました。 

参加者は 6 泊 7 日の共同生活を通じて、多様な価値観に触れながら主体性や協調性を育み、普段

の生活では得られない貴重な学びと経験を得る機会となりました。 

 日時：2025 年 8 月 15 日（金）～21 日（木） 参加者：中学生 3 名、高校生 1 名 
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３. 海外からの青少年グループとの交流企画 

宿泊したアメリカの中高生グループは、地域交流の一環として宇多野小学校を訪問し、児童との

交流活動を実施しました。初めての外国人との交流で緊張する児童も見られましたが、事後アンケ

ートでは「困ったことはあったけれど、またやりたい！」といった前向きな意見が多く寄せられ、

国際交流への関心を深める機会となりました。 

また、フランスからの高校生グループは京都市内の大谷大学を訪問し、学生との交流を行いまし

た。それぞれの文化や学校生活について紹介し合うとともに、日本文化への理解を深めながら相互

交流を図り、国際理解と友好親善の促進につながる機会となりました。 

時間調整や内容について事前のアレンジと当日は職員も同行しファシリテートしました。 

 ・アメリカの中高生 日時：2025 年 7 月 10 日（木） 参加者：10 名 

 ・フランスの高校生 日時：2026 年 2 月 6 日（金） 参加者：44 名 

  

 

４. 課題を持った青少年にＹＨから旅を贈る宿泊交流事業 

「Say Hi for Peace ～ユースホステルから旅を贈ろう～」事業は、2019 年度より継続して実施

している事業です。 

本年度は、児童養護施設や自立援助ホームなど、社会的養護を必要とする環境から巣立った若

者、またはこれから自立に向けて巣立とうとしている若者を対象に事業を実施しました。参加者に

は宿泊機会を提供するとともに、野外体験活動を組み合わせることで、新たな出会いや学び、自己

肯定感の向上につながる機会の創出を図りました。 



 

- 6 - 

また、本事業の趣旨にご賛同いただいた京都ライオンズクラブより活動助成を受けることがで

き、事業の充実と継続的な実施につなげることができました。 

本事業を通じて、参加者が日常生活では得がたい体験や交流の機会を得るとともに、自立に向け

た一助となることを目指して取り組みました。 

 日時：2026 年 2 月 28 日（土）～1 泊 2 日 参加者：19 名   

 共催：（公財）京都市ユースサービス協会   

 協力：京都ライオンズクラブ、（一財）ポジティブアースネイチャーズスクール 

 

 

５. 他団体と連携した共催事業や支援事業 

a. 年間を通じた子どもたちの野外自然体験事業「ネイチャーキッズ」 

小学生を対象にして、毎月 1 回の定期活動を実施しました。活動では、自然体験や集団活動、異

年齢交流などを通じて、参加者の主体性や協調性を育む機会の提供に努めました。 

夏休み期間には、天橋立ユースホステルでの宿泊活動を実施し、日常生活では得られない体験や

仲間との共同生活を通じて、参加者の成長を促しました。また、年度最後となる 3 月の活動では宇

多野ユースホステルを利用し、1 年間の活動の振り返りや交流を行いました。 

事業の運営にあたっては、大学生や社会人のボランティアリーダーが継続的に参画し、参加者と

の関わりや活動支援を行いました。異世代との交流を通じて、子どもたちにとって多様な価値観や

社会とのつながりを学ぶ機会となりました。 

 日程：2025 年 5 月～2026 年 3 月 例回数：11 回  
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b. まいまい京都との連携、旅行企画の実施 

旅行業を使った募集型企画旅行数：国内 55 コース、海外 5 コース 参加者：延 1,241 名 

  

 

c. ガリレオサイエンス教室 

幼児から中学生までを対象に、理科実験を通じた体験活動を実施しました。参加者が自ら考え行

動する力を育むとともに、自分自身と他者を尊重したコミュニケーション能力の向上を目指したプ

ログラムを展開し、子どもたちの健全な成長を支援しました。 
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事業活動概況） Ⅱ．宇多野ユースホステル （施設運営） 

2025 年度の年間宿泊実績については、目標を達成することができました。 

京都市内の宿泊施設全体で宿泊料金の上昇が続く中、当施設では従来の比較的安価な宿泊料金を

維持してきたことから、年度当初は個人のインバウンド需要を取り込むことができたものと考えて

います。 

7 月には、京都市の条例改正に伴う料金改定により宿泊料金の値上げを実施しました。集客への

影響が懸念されましたが、物価高騰などの社会情勢もあり、利用者から一定の理解を得ることがで

きたため、大きな利用減少には至りませんでした。一方で、前年度までに予約を受け付けていた団

体グループについては旧料金を適用する経過措置を講じたことから、その対象が全体の約 5 割を占

め、料金改定による収益増加効果は限定的なものとなりました。 

秋以降は、国際情勢の変化により中国からの個人旅行者の減少が見られたほか、2026 年に入っ

てからは中東情勢の影響により、ヨーロッパから中東経由で来日予定であった団体のキャンセルが

相次ぐなど、不安定な状況も見受けられました。しかしながら、結果として外国人宿泊者数は前年

度比で 2,000 名以上増加し、宿泊実績の向上につながりました。 

一方、課題として挙がっていた職員の補充については、給与の見直しなど雇用確保に向けた環境

整備を進めましたが、年度内の採用には至りませんでした。さらに年度末には退職者も生じたこと

から、当面の対応としてパート・アルバイト職員の採用による補充を進め、日常運営体制の維持に

努めています。 

今後は、安定的な人材確保と育成を進めるとともに、変化する国内外の宿泊需要に対応しなが

ら、持続可能な施設運営の実現を目指してまいります。 

 

 

（１） 目標と達成状況 

■年間宿泊実績目標：35,000 名  

結果：35,487 名（目標達成率：101.4％、対前年度名、対前年度比：＋104.3％） 

 

■年間海外学生団体利用実績目標：50 団体 

結果：55 団体（目標達成率：110.0％、対前年度：＋10 団体） 

 

■年間スポーツ団体利用実績目標：60 団体 

結果：85 団体（目標達成率：141.7％、対前年度：＋32 団体） 
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（２） トピックス 

１．好調なインバウンドと減少した国内教育旅行 

外国人宿泊者数は前年度比 125％となり、2,347 名増加しました。 

国別ではフランスからの宿泊者数が大きく伸長し、前年度比 186％、1,452 名増の 3,137 名とな

りました。これは、フランスからの学生団体の受入れが前年度の 13 団体から 24 団体へ増加したこ

とに加え、OTA（オンライン旅行予約サイト）を通じた個人宿泊も堅調に推移したことによるもの

と考えられます。近年のフランスにおける日本文化への関心の高まりや円安傾向に加え、ユースホ

ステルの価格帯が若年層の旅行需要と合致したことも要因の一つと推察されます。また、従来から

利用の多い欧米諸国に加え、インドや東南アジア諸国からの宿泊者も増加傾向にあり、宿泊者層の

広がりや多様化が進んでいます。 

一方で、国内の教育旅行団体による宿泊者数は前年度比で約 1,500 名減少しました。小学校の利

用は増加傾向にあるものの、中学校の利用減少が顕著となっています。関係者からは、物価高騰に

よる旅行費用の上昇や、交通機関の確保が困難であったことなどを背景に、教育旅行や校外学習の

行先を京都以外の地域へ変更する事例が見られるとの声も聞かれました。しかしながら、教育旅行

については冬季をはじめとする閑散期への宿泊など、利用時期の分散化が進む傾向も見られます。

今後もこうした需要を的確に捉えながら、閑散期における団体利用の誘致を進め、年間を通じた安

定的な利用確保に努めます。 

  

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

宿泊実績 33,299 5,566 8,377 20,557 34,392 34,025 35,487

稼働率 53.5% 9.3% 13.5% 30.6% 55.4% 54.8% 57.2%
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２．日常では起こらない出会いや交流を育むイベント企画の提供 

 台湾の大学から 3 名を 7 月中旬より約 2 か月間、アメリカの大学から 2 名を 

年末年始を含む約 1 か月間受け入れ、インターンシップ及び国際交流活動を実 

施しました。 

滞在期間中は、宿泊者や青少年グループを対象に、国籍や年齢を超えて交流 

を深めることのできる企画やイベントを継続的に実施し、多様な文化に触れな 

がら共に楽しめる機会の提供に努めました。 

また、宿泊された大学関係者の団体からの相談をきっかけに、インドの楽団を 

招いた演奏会を開催しました。宿泊者や地域の参加者が音楽を通じて交流できる場となり、異文

化理解や国際交流の促進につながる機会となりました。 

これらの取り組みを通じて、宿泊施設としての機能にとどまらず、多様な人々が出会い、交流

し、学び合う場づくりを推進しました。 

  

 

３．地域の青少年と共に楽しみ学びあう機会の創出 

a.子ども達だけで気軽に宿泊＋野外体験ができる「フレンドステイ・焚火体験宿泊プラン」 

 小学校高学年から高校生までを対象に、1 泊 2 日の体験宿泊事業を実施しました。 

新年度を迎え、４月には進学や進級により親しい友人と別々の環境へ進む時期だからこそ、参加

者同士が寝食を共にしながら交流を深め、仲間との絆を育む機会を提供しました。活動では、親元

を離れ参加者自身が協力しながら生活やプログラムを進め、自主性や協調性を育む体験となりまし

た。特に、小学校卒業を控えた児童や卒業直後の児童にとっては、仲間との思い出づくりの機会と

なり、地元京都市内から多くの参加がありました。 

本事業を通じて、参加者が新たな環境へ踏み出す前に仲間とのつながりを再確認し、自信を持っ

て次のステージへ進むための機会を提供することができました。 

期間：1/～2/27 の間の金曜日または土曜日の 1 泊 2 日 参加者：16 組 67 名 
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b.児童館の子ども達とニホンミツバチの観察と蜂蜜採取会 

環境学習及び緑化推進の取組の一環として、市民団体「京・みつばちの会」の協力のもと、ニホ

ンミツバチの飼育を行いました。 

その活動成果として採蜜会を開催し、うたの・ひこばえ児童館の子どもたちを招いて、ニホンミ

ツバチの生態や自然環境との関わりについて学ぶ機会を提供しました。また、採取した蜂蜜は宿泊

中の国内外の旅行者にも試食していただき、地域の自然資源や環境保全活動への理解を深める機会

となりました。 

本事業は、地域の子どもたちや宿泊者が自然環境や生物多様性について学び、環境保全への関心

を高めることを目的として実施しました。 

なお、現在は近年の熊の出没状況を踏まえ、安全面への配慮から巣箱の設置を見合わせています

が、今後も環境学習や緑化に関する取組の継続について検討してまい 

ります。 

日時：2025 年 10 月 18 日（土） 参加者：30 名 

  

 

 

c.就労支援や社会体験の受入事業 

 ユースホステルという多様な人々が集い交流する環境を活かし、年間を通じて地域の青少年を受

け入れ、体験の機会を提供しました。 

宿泊施設の運営補助や各種活動への参加を通じて、就労体験や社会体験の機会を提供するととも

に、多様な人々との交流や実践的な学びの場として活用しました。 

これらの取り組みにより、青少年の社会性や主体性の育成を支援するとともに、将来の進路選択

や就労に向けた経験を積む機会の創出に努めました。 

 

・大学コンソーシアム京都からのインターンシップ受入：京都文教大学生 1 名 

・京都市立鳴滝総合支援学校から就労支援に関する受入：49 名 

・京都市教育委員会生き方探求・チャレンジ体験での中学年生の受入：4 校 8 名 

・京都市立宇多野小学校 2 年生「もっともっとまちたんけん」にて対応：6 名 
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

夕食 19,101 2,674 5,307 12,357 15,645 16,381 16,044

朝食 26,802 3,725 6,526 15,180 22,800 24,977 24,495

夕食 57.4% 48.0% 63.4% 60.1% 45.5% 48.1% 45.2%

朝食 80.5% 66.9% 77.9% 73.8% 66.3% 73.4% 69.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

食事摂取数（棒グラフ／左軸）と摂取率（折れ線グラフ／右軸）

事業活動概況） Ⅲ．ユースホステル関連活動 （食堂・物販） 

宇多野ユースホステルの食堂運営においては、夕食・朝食ともに前年度と比較して提供食数及び

食事摂取率が微減となりました。宿泊者に占める個人旅行の外国人利用者の割合が増加しており、

それに伴い食事を摂取しない傾向が顕著に見られるようになっています。 

また、この 1 年間で原材料費の高騰が続いたことに加え、最低賃金の引き上げや人材確保を目的

とした給与水準の見直しを実施したことから、食堂運営を取り巻く収支環境は依然として厳しい状

況が続いています。 

こうした状況を踏まえ、食事料金の改定を行うとともに、メニュー内容の見直しや品質向上、仕

入業者の再選定などを進め、収支改善とサービス向上の両立に取り組みました。 

一方で、食品ロス削減の観点から事前予約制を導入していますが、海外からの個人旅行者を中心

に直前予約による宿泊利用が増加していることから、急な食事提供の要望に十分対応できないケー

スが生じています。特に施設周辺には飲食店が少ないため、食事を希望する宿泊者への対応が課題

となっています。 

このため、比較的安価な選択肢としてインスタント食品や冷凍食品等の販売も行っていますが、

調理された食事を求める利用者ニーズは依然として高く、利用者満足度の向上と収益確保の両立に

向けた運営方法について引き続き検討を進めています。 

今後も、宿泊者の利用動向やニーズの変化を踏まえながら、効率的な食堂運営とサービス向上に

取り組んでまいります。 

 

（１） 目標と達成状況 

■夕食提供目標数：16,450 食（摂取率 47.0％） 

結果：16,044 食（摂取率 45.2％） 

（目標達成率：97.5％、対前年摂取率：-2.9％、対前年度比：97.9％） 

■朝食提供目標数：26,250 食（摂取率 75.0％） 

結果：24,495 食（摂取率 69.0％） 

（目標達成率：93.3％、対前年摂取率：-4.4％、対前年度比：98.1％） 
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（２） トピックス 

１．食事料金の改定およびメニューのリニューアル 

原材料費や人件費の高騰に対応するため、

2025 年 6 月より夕食料金を 1,350 円から 1,800

円へ、また 2026 年 3 月より朝食料金を 850 円か

ら 1,200 円へ改定しました。 

料金改定にあたっては、単なる値上げではな

く、「価格に見合った質の高い食事の提供」を

目指し、前年度からメニュー開発や内容の充実

に取り組んできました。特に、宿泊者の多様な

ニーズに対応しながら、満足度向上と付加価値

の創出を意識した食事提供を進めています。 

一方で、スポーツ団体や青少年団体の一部に 

おいては、活動予算の制約から食事利用を見送 

るケースや、弁当を持ち込むケースも見受けら 

れました。料金改定による収益改善を図る一方で、こうした利用者層への対応についても引き続き

検討が必要な状況です。 

また、新メニュー開発に注力するため提供を控えていた「ワールドディナー」については、新た

に「ギリシャディナー」を企画・提供しました。宿泊者や地域の方に各国の食文化を楽しんでいた

だく機会として好評を得ており、ユースホステルならではの国際交流の魅力向上にもつながってい

ます。 

今後も、利用者ニーズや社会情勢の変化を踏まえながら、収支の安定化と魅力ある食事サービス

の提供の両立を目指して取り組んでいきます。 

 

【朝食メニュー】              【ワールドディナー】 

  

※朝食は洋食プレートと、複数パンやサラダ等のハーフブッフェスタイルで提供しています。 

 

 

 

 

【夕食メニュー】 

 ※九条ネギ香るすき焼き鍋と鰆西京焼の 

  『京のすき焼き御膳』（一例）   
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2. 外部専門機関講師との意見交換や研修会の実施 

食堂運営の改善とサービス向上を目的として、調理に関する専門機関へ相談を行い、現在の食堂

運営における課題や問題点について意見交換を実施しました。外部の専門的な視点から助言を受け

ることで、運営体制やサービス内容の見直しに向けた検討を進めました。 

また、食堂スタッフを対象に、「食事提供における接遇と従事者の心構え」及び「衛生管理」を

テーマとした研修会を実施し、サービス品質の向上と衛生意識の徹底を図りました。 

研修にあわせて調理師専門学校の施設見学も行

い、設備や運営方法について学ぶ機会を設けまし

た。見学を通じて得られた知見を参考にしながら、

宇多野ユースホステルの食堂運営に活かせる取り組

みの導入を検討しています。 

さらに、慢性的な人材不足への対応として、調理

師専門学校との連携や人材紹介に関する相談も進め

ており、将来的な人材確保に向けた取り組みを継続

しています。 
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事業活動概況） Ⅳ．天橋立ユースホステル （施設運営・食堂・物販） 

2025 年度の年間宿泊実績は、前年度比 457 名減となりました。特に、2024 年度第 1 四半期は過

去と比較しても非常に好調な宿泊実績であったことから、2025 年度第 1 四半期の宿泊者数は前年

同期比 414 名減（41.0％減）となりました。 

年間を通して見ると、日本人宿泊者数は増加したものの、外国人宿泊者数の減少や勤務改善の為

の休館日の増加などが全体の宿泊実績に大きく影響する結果となりました。 

利用形態については、家族旅行や友人グループなどによる個室利用が増加しており、旅行スタイ

ルや宿泊ニーズの変化が見られました。 

天橋立ユースホステルは開設から 60 年以上が経過し、施設の老朽化が進んでいますが、館内の

清潔感や快適性の維持に努めるとともに、利用者が安心して滞在できる環境整備を進めました。 

また、事業面では、四季折々の自然や地域資源を活かした宿泊型体験事業を、年間を通じて実施

し、天橋立ならではの魅力を体験できる機会を提供しました。 

施設整備と体験活動の両面から、旅行者にとって魅力ある宿泊施設であると同時に、地域の子ど

もたちにとっても学びや体験の場となるユースホステルづくりに取り組みました。 

今後は、地域との連携をさらに深めながら、自然体験や交流活動の充実を図り、子どもから大人

まで幅広い世代が地域の自然や文化に親しめる事業の展開を進めていきます。 

 

（１） 取組の達成状況 

■ 年間宿泊実績：2,876 名（対前年度：△457 名／86.3％） 

（宿 泊） 4-6 月 7-9 月 10-12 月 1-3 月 合計 内外国人 外国人割合 

2019 年度実績 739 名 1,236 名 775 名   631 名 3,381 名 689 名 20.4% 

2020 年度実績 124 名 703 名 393 名 186 名 1,406 名 168 名 11.9% 

2021 年度実績 87 名 163 名 313 名 67 名 630 名 16 名 2.5% 

2022 年度実績 306 名 497 名  697 名  218 名 1,718 名 101 名 5.9% 

2023 年度実績 240 名 790 名 657 名 788 名 2,475 名 496 名 20.0% 

2024 年度実績 1,009 名 1,087 名 816 名 421 名 3,333 名 1,234 名 37.0% 

2025 年度実績 595 名 1,133 名 680 名 468 名 2,876 名 708 名 24.6% 
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（２） トピックス 

１．宿泊利用者へのサービス向上 

宿泊利用者の利便性向上を目的に、Wi-Fi 環境の強化を行いました。男子棟・女子棟の廊下それ

ぞれに Wi-Fiアクセスポイントを設置し、すべての客室で Wi-Fiを利用できる環境を整備しました。 

また、リビングにも同様にアクセスポイントを設置し、施設全体として通信環境を強化。今後も

利用者の声を踏まえながら、快適に過ごせる施設環境の整備を進めていきます。 

 

2. レンタル自転車利用環境の改善 

レンタル自転車置き場に屋根を設置し、雨天時や日差しの強い日でも利用しやすい環境を整えま

した。天橋立周辺の観光における自転車利用のニーズに対応し、利用者が安心して使えるサービス

として充実を図りました。 

 

3. 自然体験事業の実施 

冬休みには京都市内で参加者を募集し、子どもたちを対象とした雪遊び事業を実施しました。普

段雪に触れる機会の少ない子どもたちが、冬ならではの自然の楽しさを体験する機会となりました。 

世屋高原と連携し、大人向けのイグルー（北極圏の先住民族が作る雪の家）作り体験も実施。地

域の自然資源を活かし、雪国の暮らしや環境へ 

の理解を深めるプログラムとなりました。 

また春休みには、子ども向け自然体験事業を 

実施。野外調理や自然の中での活動を通じて、 

子どもたちが主体的に関わり、仲間と協力して 

過ごす姿を見ることが出来ました。 
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事業活動概況） Ⅴ．組織運営 

2025 年度の組織運営においては、利用料金の改定による持続可能な施設運営や職員の処遇改善

や働きやすい環境整備等を目指し、次の 3 つの重点計画を掲げて取り組みを進めました。 

  

   ■宇多野ユースホステルの利用料金改定及び条例施行に向けた準備・調整 

■職員とパートタイムスタッフの業務や役割の明確化と、多様な働き方に対応

できる運営体制の構築 

■利用料金改定後の収支状況を踏まえたスタッフの処遇改善 

 

また、組織運営における最大の取り組みは、宇多野ユースホステルの利用料金改定でした。2008

年のリニューアルオープン以降、これまで 2 度の料金改定が実施されてきましたが、その内容はい

ずれも消費税率の引き上げに伴うものであり、実質的な料金改定は行われていませんでした。 

しかし近年は、物価高騰による運営コストの増加に加え、施設設備の更新に向けた財源確保や人

材確保のための処遇改善が大きな課題となっていました。このような状況を踏まえ、京都市担当課

との協議を重ねた結果、2025 年 7 月より利用料金の改定を実施することができました。 

こうした料金改定による収入の増加を職員の処遇改善につなげるため、2025 年 10 月には長年据

え置かれていた給与水準の見直しを行いました。特に若年層の処遇改善を重視し、平均月額

20,000 円のベースアップを実施しました。これにより人材確保への一定の効果を期待していまし

たが、大手企業との賃金格差は依然として大きく、面接希望者の増加は見られたものの、採用には

至らず引き続き厳しい採用環境が続いています。 

そうした状況の中で、従来のように職員のみで業務を担う運営体制を維持することが、年々困難

になっています。そのため、アルバイトやパートタイム職員の賃金水準の見直しを行い、積極的な

採用を進めるとともに、業務内容に応じた役割分担の明確化に取り組みました。定型的な業務につ

いてはアルバイト・パートタイム職員が担い、職員は施設運営や事業推進など専門性や責任を要す

る業務に注力できる体制づくりを進めています。 

また、宿泊及び食事提供等の事業においては、収益の向上と安定した運営の両立が求められる

中、限られた人員で効率的な運営を行うため、計画的な施設整備休館日の設定や食事提供休止日の

導入を行いました。さらに、繁閑に応じた人員配置の見直しを進めるなど、業務負担の平準化と運

営効率の向上に取り組みました。 

今後も継続的な業務改善と運営体制の見直しを進め、多様な人材が活躍できる新たな組織体制の

構築を通じて、持続可能で健全な労働環境と安定した施設運営の実現に努めてまいります。 

さらに、2026 年度は宇多野ユースホステルの次期指定管理者選定の年度にあたります。現指定

管理者として、これまでの運営課題等を踏まえながら、現場への過度な負担を避けながら持続可能

な運営の実現に向けて、京都市担当課との協議を積極的に進めてまいります。 
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財務状況 

（１）概 要 

１．決算概況 

 当協会の基幹事業である宇多野ユースホステル（指定管理事業）の運営では、京都市条例に基づ

く利用料金の改定が実現し、2025 年 7 月より新料金による運営を開始しました。しかし、2025 年

3 月末までに受け付けた団体予約については経過措置として旧料金が適用されたため、教育旅行を

はじめとする多くの団体利用については改定前料金での受入れとなりました。2026 年度からは全

ての予約に新料金が適用されることから、収益の増加が見込まれます。 

施設の管理面では、リニューアルオープンから 20 年の節目を迎えるにあたり、空調設備やボイ

ラーをはじめとする設備更新を計画しています。更新費用は総額約 8,000 万円を見込んでおり、そ

の全額を指定管理者が負担することとなるため、2025 年度は修繕引当金として 930 万円を計上し

ました。今後は 2026 年度以降 6 年間にわたり、年間約 1,240 万円の引当を行いながら計画的に設

備更新を進める予定です。一方で、近年の急激な物価高騰により更新費用が当初見込みを上回る可

能性が高いことから、新技術や省エネルギー機器の導入などを含め、導入費用と維持管理費用を総

合的に勘案した最適な設備更新を検討していく必要があります。 

運営体制面では、2025 年 10 月より職員の基本給の見直しを行い、人材確保による適正な運営体

制の構築を目指しました。しかし、欠員職員の補充には至らず、現状で不足する人員についてはパ

ート・アルバイト職員の採用により対応しております。 

こうした取り組みの結果、2025 年度の宇多野ユースホステル会計における収支差額は 4,724,392

円（対予算比 4,724,392 円、対前年度実績比 857,021円）となりました。 

 

（単位：円） 

 
一般会計 

物頒会計 

食堂・物販 

物頒会計 

旅行事業 

宇多野 YH 

会計 

天橋立 YH 

会計 

建設基金 

会計 
合 計 

収 入 12,622,981 57,181,949 887,454 135,876,533 13,752,379 33,493 220,354,789 

支 出 14,310,192 58,444,819 971,115 131,152,141 13,749,093 5,127 218,632,487 

収支差額 △ 1,687,211 △1,262,870 △ 83,661 4,724,392 3,286 28,366 1,722,302 

（対予算） △697,211 △3,360,870 575,339 4,724,392 3,286 27,366 1,272,302 

 

 他方で、当協会の収益事業である食堂・物品販売事業においては、夕食・朝食ともに目標として

いた年間食事販売数を達成することができませんでした（対目標値：夕食△406 食・△2.5％、朝

食△1,755 食・△6.7％）。 

また、食堂運営の収支改善を図るため、夕食については 2025 年 6 月から、朝食については 2026

年 3 月からメニューの刷新及び価格改定を実施しました。しかしながら、原材料費の高騰や人材確

保に伴う賃金水準の見直しなどの影響が大きく、物資頒布会計（食堂・物品販売事業）の収支差額

は△1,262,870 円（対予算比△3,360,870 円、対前年度実績比△1,171,578 円）となりました。 
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天橋立ユースホステルについては、引き続きポジティブアースネイチャーズスクールへ運営業務

全般を委託しました。利用で得られた収入と同額を運営委託料として支払う運営形態としているこ

とから、建設基金会計と同様に利息収入分が収支差額として計上されています。 

一般会計については、協会運営に係る管理費が△819,930 円、ユースホステル会員事業が

△157,740 円、青少年育成事業が△709,541 円となり、一般会計全体の収支差額は△1,687,211 円

となりました。 

これらの結果、2025 年度における当協会全体の収支差額は 1,722,302 円（対予算比＋1,272,302

円、対前年度実績比△2,183,654 円）となりました。収益事業や一般会計において厳しい状況が続

く中、宇多野ユースホステルの利用料金改定による収益改善や各事業における経費管理により、対

前年度比ではマイナスとなりましたが、当初予算を上回る収支差額となりました。 

また、2025 年度の正味財産期末残高は 71,294,319 円となりました。 

 

［経営実績の推移］                                 （単位：円） 

科  目 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

経常収益（収入） 101,433,357 95,289,810 131,099,672 190,717,546 203,117,199 220,354,789 

  事業推進業務 18,086,269 32,188,114 44,866,238 54,250,724 54,576,032 58,619,023 

  指定管理業務・施設運営 73,870,300 55,195,042 77,595,093 128,559,149 137,141,531 149,628,912 

  組織運営業務 9,476,788 7,906,654 8,638,341 7,907,673 11,399,636 12,106,854 

経常費用（費用） 116,117,535 105,938,254 146,617,547 184,138,570 199,211,243 218,632,487 

事業推進業務 21,063,681 24,744,259 46,556,115 55,407,834 55,489,953 60,832,835 

指定管理業務・施設運営 88,158,496 74,156,609 91,705,534 120,797,685 133,273,126 144,901,234 

  組織運営業務 6,895,358 7,037,386 8,355,898 7,933,051 10,448,164 12,898,418 

当期経常増減額（経常利益） △14,684,178 △10,648,444 △15,517,875 6,578,976 3,905,956 1,722,302 

経常外増減額（経常外利益） 0 △9,311 △181,272 0 0 0 

当期正味財産増加額（純利益） △14,684,178 △10,657,755 △15,699,147 6,578,976 3,905,956 1,722,302 

正味財産期末残高 85,443,987 74,786,232 59,087,085 65,666,061 69,572,017 71,294,319 

 

 


